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・ 鹿児島県のさとうきびの経営体数
・ 新たな食料・農業・農村基本計画における
さとうきび関係の記述

さとうきびに関する情報
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鹿児島県のさとうきびの経営体数（作柄表示地帯別・年齢構成別）

出典：2020年農林業センサス

出水薩摩
伊佐姶良

薩摩半島

大隅半島

3%
5%

17%

38%

23%

14%

熊毛・大島
4,532経営体

年齢階層
～39歳

40～49

50～59

60～69

70～79

80歳以上

2



出典：2020年農林業センサス

鹿児島県のさとうきびの経営体数（作柄表示地帯別・作付規模別）
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さとうきびの作付規模別の全算入生産費
（令和５年産・農業経営体・全国、10a当たり）

88,991 98,292 89,488 92,137 85,010 79,856 86,827 

労働費
43,064 

75,677 

64,002 
42,593 

36,742 
22,075 

31,637 

16,516 

18,951 

18,653 

17,289 

15,063 

13,478 

15,148 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

全国平均 0.5ha未満 0.5～1.0 1.0～3.0 3.0～5.0 5.0～10.0 10.0ha以上

148,571

192,920

172,143

152,019

136,815

114,409

133,612

［26,958］ ［27,068］ ［22,077］ ［22,761］［36,766］［27,137］
１ｔ 当たり
全算入生産費(円)

（円）

全算入生産費

［31,379］

そ
の
他

4出典：令和５年産さとうきび生産費

物財費



熊毛・大島地域のさとうきびの経営体数（島別・年齢構成別）
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熊毛・大島地域のさとうきびの経営体数（島別・作付規模別）

出典：2020年農林業センサス
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2023年 2030年

生産量 １１８万トン →     １３３万トン
＜精糖換算＞ ＜１３万トン＞ ＜１５万トン＞

単収 ５，２１０㎏／10a → ５，９４３㎏／10a

作付面積 ２．７万ha  → ２．７万ha

新たな食料・農業・農村基本計画（令和7年4月閣議決定）
における「さとうきび」の目標

【沖縄・九州】
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新たな食料・農業・農村基本計画における
「甘味資源作物（砂糖）」関係の記述

⑥ 甘味資源作物（砂糖）
ア 消費

我が国の砂糖（分蜜糖）の需要量は、人口減少や消費者の低甘味嗜好等により近年減少
傾向で推移しており、2003 砂糖年度（当該年の 10 月から翌年の９月まで）に 217.4 
万トンであった需要量は、2018 砂糖年度は 183.5 万トンまで、2019 砂糖年度は新型コ
ロナウイルス感染症等の影響により、172.1万トンまで減少した。
2023 砂糖年度は 174.2 万トンと緩やかに回復したが、砂糖の消費量は人口減少や消費

者の低甘味嗜好等により引き続き減少すると見込まれ、甘味資源作物及び国内産糖の安定
供給には、砂糖の需要の維持・拡大が重要である。
このため、新規需要開拓等により、需要の維持・拡大を図る。



イ 生産
国内のてん菜・さとうきびを原料とする国内産糖と輸入糖では内外価格差が生じている中、国

内産糖の安定供給を図るためには、糖価調整制度の持続可能性の向上に取り組む必要があ
る。

（ⅱ）さとうきび
高齢化や人手不足が課題となっている中で、省力的な株出栽培や機械化の進展などで生

産環境が大きく変化しており、労働時間は減少傾向にある。
一方で、栽培面積、生産量については、ほぼ横ばいから微減傾向、単収は自然災害等の

影響により不安定と見込まれる。
このような中、甘しゃ糖の産糖量については、豊凶変動や製糖歩留まりの影響を受けるもの

の、近年は糖度が高い傾向であることもあり、ほぼ横ばいにある。

このような状況を踏まえると、担い手・後継者の確保、作業受託組織の早期育成、収穫作
業以外の管理作業等を含む機械化一貫体系の確立・普及を図る必要がある。
また、単収向上に向けた地力増進、品種転換、優良種苗の確保、畑地かんがいの推進、

ほ場条件の整備を図るとともに、自然災害、鳥獣害、病虫害、外来・難防除雑草等への対
応を図る必要がある。
このため、農業機械の導入等による担い手・作業受託組織の育成を推進するとともに、地

力増進等生産性向上の取組や多茎型など機械化適性品種の開発・普及、農地の大区画
化、かんがい施設等の生産基盤の整備を推進する。さらに、農業保険による対応に加え、
基金を活用した自然災害による被害からの回復等への支援を行う。

9



10

ウ 加工・流通
てん菜やさとうきびの分蜜糖工場は、工場の老朽化や、製造コストの増加、労働力不足等が課

題となっており、てん菜糖工場については、製造コストの低減、原料輸送等の効率化、甘しゃ糖工
場については、製造コストの低減、労働効率の向上、人材の確保・育成を図る必要がある。
このため、てん菜糖工場について、中間受入施設や大型車両用導入に必要な設備等の整備を

推進し、物流の効率化を図る。また、甘しゃ糖工場について、省力化設備・施設の導入、人材確
保・多能工の育成等を推進し、安定的な操業体制を確立する。
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ご清聴、ありがとうございました。

資料に関するお問い合わせは、
九州農政局鹿児島県拠点にお願いします。

連絡先：０９９（２２２）５８４０
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